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研究主題 

 

地域に深く関わり、スパイラルに探究する生活科・総合的な学習 

 

                     田村市立都路小学校 代表 安瀬 一正 

 

 

１ 研究主題設定 

(1) 今日的課題から 

 平成２８年１２月中教審答申において、総

合的な学習の時間について、「総合的な学習

の時間で探究的なプロセスを意識して学習活

動に取り組んでいる児童ほど、全国学力・学

習状況調査の分析等において各教科の正答率

が高い傾向にあることが明らかになった。」

との成果が示された。また、総合的な学習の

時間はＰＩＳＡの好成績にも大きな役割を果

たし、学習の姿勢の改善にも大きく貢献する

ものとして、ＯＥＣＤをはじめ国際的にも高

く評価されている。 

 一方で、生活科や総合的な学習の時間を通

してどのような資質・能力を育成するかや、

生活科と他教科の関連や総合的な学習の時間

と各教科とのつながりを明らかにするという

ことについて学校に委ねられている。各学校

では、生活科や総合的な学習の時間と各教科

等の相互の関わりを意識しながら、学校全体

で育成を目指す資質・能力に対応したカリキ

ュラム・マネジメントが行われるよう求めら

れ、探究の過程の中での「整理・分析」「ま

とめ・表現」に対する取り組みが十分でない

ことも、課題として指摘されている。 

(2) 本校の課題から 

 ８年前の原発事故により、都路地区の旧古

道小、岩井沢小は３年間の仮校舎での学習活

動を余儀なくされた。幼い時に地域で遊んだ

記憶や、地域の人とのふれあいなど、当たり

前の生活をうばわれ、ふるさとを知らずに成

長してきた現状があった。都路地区で学校が

再開してからも、外での遊びや活動にも不安

と隣り合わせの生活を強いられていた。その

ような中で暮らしてきた児童にとっては、地

域の人、店、歴史、自然等、多くの物が未知

の世界であった。ふるさとの「ひと」「もの」

「こと」と深く関わり、大切にする心情を育

てることは大変重要であった。 

 そこで、平成２９年に田村市都路町の二つ

の学校が都路小学校として統合した際、それ

まで行っていた生活科・総合的な学習の研究

を発展的に継承することにした。平成２９年

度共同研究から、本校の課題として以下の点

があげられている。 

● 単元を構想する際に身に付けさせたい力

を事前にイメージし、授業を構想して実践す

ることが必要である。 

● 振り返りカードの活用は、自己の振り返り

にとどめずに協働的に学習を進めるためにも

活用できるよう、工夫が必要である。 

 また、全国学力・学習状況調査等の各種学

力調査の結果からは、基礎的な計算や問題は

ある程度できるが、活用力が不十分であると

いう課題がどの学年からも見られる。その一

因として、自分の考えを分かりやすく表現し

たり、他者の意見や考えを納得いくまで聞い

たりする習慣が十分身についておらず、いわ

ゆる受動的な学びの姿が多く見られることが

要因として考えられる。 

(3) 本校の教育目標から 

 本校は、教育目標にふるさと都路の復興を

願い「未来を創る 人間性豊かな 都路っ子

の育成」を掲げている。 
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 この具現には、生活科の目標である自立へ

の基礎を養うとともに、学ぶ意義や目的意識

を明確にしながら探究的な学習としての充実

を目指す総合的な学習の時間のねらいを達成

することが重要になる。 

  そして地域と関わり、地域に根ざした教育

活動を展開することで、児童は地域に対する

誇りや愛着を持ち、また地域での学習活動を

通じて地域住民と児童、地域住民同士のコミ

ュニケーションも活発になることによって、

主体的で意欲的な学習活動が期待できる。 

 

 以上のことから、研究主題を「地域に深く

関わり、スパイラルに探究する生活科・総合

的な学習」と設定した。 

２ 研究の目標 

  本研究においては、主体的に地域の自然や

人と関わりながら、進んで課題解決できる児

童の育成を図ることを目指した。 

 そこで、めざす児童像を次のように捉えた。 

明確な課題意識を持ち、友と協働して主体的

に繰り返し追究する児童 

３ 研究内容と手立て 

 研究目標達成のための研究内容は以下のと

おりである。 

(1) 児童に「身に付けたい力」の設定 

 生活科・総合的な学習の時間において探究

課題の解決を通して育成を目指す資質・能力

の３つの柱に基づき、各学年の発達段階に合

わせた、具体的な姿、資質能力を設定する。 

① 児童が「身に付けたい力」一覧の作成 

②「児童に期待する姿」を明らかにした実践 

(2) 児童が自ら追究できる単元展開の工夫 

 身近な自然や地域といった実生活とのつな

がりのある体験を重視し、児童が主体的に取

り組む単元展開を工夫する。 

① つまずきを想定した単元構想図作成と追

究の記録を生かしたポートフォリオ作成 

② 意図的な学習対象との関わり方や出会わ

せ方の工夫 

③ 生活科・総合的な学習の時間に各教科の

学習を生かすカリキュラムマネジメント 

(3) 「人」「物」「こと」「場」といった価

値ある対象と直接・間接的に関わることに

よる探究的な学習過程の工夫 

① 学びを深めるスパイラルな問題解決的な

学習 

② 考えを交流、共有し、深める場の設定 

(4) 意味づけ、価値付けによる深い学びの実

現 

① 振り返りカードの活用 

② 振り返りの場の工夫 

③「児童に期待する姿」を基にした見取りの

工夫 

４ 研究の実際 

(1) 生活科・総合的な学習の時間における「身

に付けたい力」の設定 

① 児童が「身に付けたい力」一覧の作成 

 目指す児童像を共通理解するために、児童

が身に付ける力を学習指導要領に示されてい

る資質や能力及び態度から、発達段階を考慮

して具体的に設定した（資料 1）。 

 生活科では、現行の指導要領に基づいて、

「関心・意欲・態度」「思考・表現」「気づ

き」の３観点で内容を設定した。総合的な学

習の時間においては、新学習指導要領の観点

「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」

「学びに向かう力・人間性等」の３観点で設

定した（図 1）。 

   図１ 総合「身に付けたい力」 

このように一覧表にまとめたことにより、 
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スパイラルに学びが発展する中の、どの単元

で、どの段階で、どんな事象と出会い関わら

せ、どんな力を付けさせるべきなのかを教師

自身がとらえやすくなった。単元の構想や指

導に役立てることを期待している。  

②「児童に期待する姿」を明らかにした実践 

 教師は「身に付けたい力」を基にして、単

元や１単位時間の中で児童に期待する姿を具

体的にし、授業に臨んだ。(資料２） 

１年「いきものとなかよし」では、児童が

虫を飼育し始めて困ったことが出てくること

を予想して体験を振り返らせ、子どもが互い

にうなずき合い意見に反応する姿を期待する

姿として予想していた。虫をつかめない友だ

ちに「軍手を使おう」「すき間の小さいとこ

ろならよく見える」など互いに提案をし合う

ことができた。 

 ねらいに沿った見取りの視点により、支援

の仕方もスムーズになり、児童も追究に必要

な手立てをともに考えることにつながるな

ど、「身に付けたい力」を意識した授業がで

きた。 

(2) 児童が自ら追究できる単元展開の工夫 

① つまずきを想定した単元構造図 

ア 主体的な学習課題設定のために 

 昨年度研究実践から、児童が身近な日常生

活や社会事象から見出した課題を設定するこ

とにより、児童自身が興味を持って、解決し

たいと願う、主体的な深い学びを実現できる

と考える。 

 平成２９年度末に、２～５年生を対象とし

て、平成３０年度の総合的な学習の時間にど

のようなことに取り組んでみたいかをアンケ

ート調査した。調査用紙には、平成２９年度

に取り組んだ各学年の活動を載せ、３０年度

の活動を考えるヒントとなるようにした。児

童は、そのヒントから上級生が活動してきた

様子を想起し、自分たちの活動をさらに発展

させる学習や新しく興味を持った事柄、取り

組みたい課題を回答した。 

図２ 平成 29 年度末アンケート結果 

アンケートからは、「都路地域と関わる活

動」や「上級生が主体的に取り組み、楽しそ

うに活動していた事」「目的がはっきりして

いる活動」への関心が高いことが分かった(図

２)。初めは次年度に何をしたいのか具体的イ

メージを持つことが難しかった児童が、上級

生の取り組みにあこがれを持ち、やってみた

いことのイメージを持つことができるように

なってきている。 

 しかし、黒上（１）は、「児童の興味・関心

に基づく課題については、･･･探究的な見方・

考え方を働かせ、学習の質的高まりが期待で

きるかどうかを、教師が十分に判断する必要

がある。･･･（解説第５章）ことからも、教師

が指導性を発揮し、目標を実現するにふさわ

しい探究課題になりうるかどうかを見極めな

ければいけない」と、述べており、児童だけ

で次年度構想を立てることは適切ではない。

教師が児童に「身に付けたい力」を考慮しな

がら構想を立てていくことが必要である。 

 そこで本校では、平成２９年度末の教育課

程編成において、アンケート調査での児童の

願いを受け、平成３０年度総合的な学習の時

間のテーマ設定を行い、現担任が、児童の思

いを取り入れた単元を構成することで主体

的、創造的、協働的に取り組む態度を育てる
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ことができると考えた。児童は自分たちの願

いがこめられた学習課題をテーマとして持

ち、平成３０年度をスタートした。 

年度当初、担任は各学年のテーマに合わせ、

単元構想図を作成する。生活科では、地域と

関わる単元を抽出し、構想図を作成した。総

合的な学習の時間は、４月のオリエンテーシ

ョンで児童と教師が思いを共有する場面を設

け、教師が単元構想図を作成した。そこには、

「活動」「予想される課題の内容」の２点を

記入した。 

 このことは、教師が児童に「身に付けたい

力」をあらかじめイメージしながら、１年間

の活動を見通すことになり、主体的な追究と

なるようにするための意図的な働きかけや学

習対象との出会わせ方を意識できる。 

〇「綿花をたくさん収穫しよう」（45年総合） 

 ４・５年生は、卒業生から受け継いだ綿花

を栽培し、それによって何かを作りたいとい

う思いを持ち、新年度が始まった。 

 先の見通しは立たなくとも、とにかく畑で

綿花を育ててみたいという強い願いを持って

いる。児童は、どう綿花を育てるか、綿花が

できたら何をしようかと模索しながら、課題

を自分たちで解決していった(図３)。 

図３ 綿花からわたを取り出す 

しかし、猛暑により綿花がうまく育たなか

ったり、葉に白い粉がつき病気かどうか悩ん

だり、できた綿花をどのようにして綿にした

らいいかなどという新たなつまずきにぶつか

った。そこで、児童はパソコンで調べてみた

り、それで足りなければ詳しい人にインタビ

ューして教えてもらったりとこれまでの問題

解決的な学習の成果を発揮して、主体的に学

び、つまずきを解決する姿が見られた。 

② 追究の記録を生かしたポートフォリオ作

成 

 さらに新たに出てきた課題解決方法や、見

取った児童の姿などを、活動を進める中で加

筆修正していった(図４)(資料３)。 

 ４月の単元構想図作成と活動途中の加筆修

正により、教師は児童がどのようにつまずき、

それをどのように解決させるべきかを事前に

検討しておくことができた。 

  図４ 当初の単元構想図（上）と加筆修正 

  (下) -６年総合- 

② 学習対象との関わり方、出会わせ方 

 実践の中では、対象と繰り返し関わる場面

を設けスパイラルな活動を展開できるよう配

慮した。また、単元を構想したことによって、

思いの違いに出会わせる場面や失敗させる場

面、相手意識を持たせる場面等を意図的に設

定し、児童に考える必要性を感じさせること

ができた。 

 児童は課題解決の途中でつまずきに出会う
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ことで、それを乗りこえたい、解決したいと

いう強い思いを抱くことができた。それによ

り、情報を収集したり、友達と話し合ったり、

考えたり、課題解決に向かって主体的に取り

組み、深い学びへとつながっていった。 

(3) 生活科・総合的な学習の時間に各教科の

学習を生かすためのコーディネートの工

夫 

① 単元構想図の活用 

     (１年生活「秋を見つけよう」） 

 生活科や総合的な学習の時間では、各教科

との関連を図ることで、より効果的な深い学

びを得られる場面が出てくる。それを的確に

見取り、他教科と学習内容をつないで、児童

が課題を解決できるようにした。 

  １学年生活科では、秋を見つけに出かけ、

秋の草花や樹木に関心を持ち、喜んで観察を

した。（図５）。 

図５ １年 秋をみつけよう 

しかし、見つけた気付きを記録する段階で

は、活動の中で見られた生き生きとした言葉

が消えてしまったり、絵が描けずにいる様子

が見られた。 

そこで教師は、単元構想図にこの新たな課

題を書き込み、観察の仕方、気づきや思いを

言葉にする事を、国語科の学習と関連付けて

学ぶことができるようコーディネートし、課

題を解決していった(図６)。 

 

 

 図６ 当初構想図に新たな課題を加える 

② カリキュラム一覧表の活用 

 カリキュラム一覧表上でも、教科の関連を

考えたり、単元の入れ替えを行ったりするな

どすることで、各教科と生活科・総合的な学

習の時間のどちらにも学ぶ意義と目的を見出

し、主体的に学ぼうとする姿が見られるよう

教師がコーディネートした(資料４)。 

 また、生活科や総合的な学習の時間での課

題解決に役立つ各教科で習得した知識・技能

は、意図的に生活科・総合的な学習の時間と

の関連付けを図った(図７)。このコーディネー

トにより、児童は各教科と生活・総合的な学

習の時間は相互に役立つもの、学習を支える

ものとしてとらえ活用することができた。 

図７教科の関連を加筆した教育計画単元構想 

(3)「人」｢物｣｢こと｣｢場」といった価値ある
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対象と関わる探究的な学習過程の工夫 

① 学びを深めるスパイラルな問題解決 

 疑問や関心に基づいて、自ら課題を見つけ、

情報を収集し、整理分析し、課題解決に取り

組む。明らかになった考えや意見をまとめ、

表現する。そこからさらに新たな課題を見つ

け、さらなる問題の解決を始めるというよう

に、学習活動はスパイラルに発展的に組むこ

とで、高まりを見せた。問題解決的な学習は、

年間で２～３回のスパイラルを組めるように

各学年で単元を構想した。 

 ２学年では、春の町探検の中で、様々な店

の人と会い、話を聞く活動を行った。どんな

店があるのか、どんな物が売られているのか

などを知ることができた。秋には、再度町の

様子に目を向け、春に出会った人達がどうし

ているか、どのような思いを持っているのか

と、新たな課題を持って探検した。新たな課

題を解決するために繰り返し対象と関わった

ことで、新たな視点として働く人々の思いに

まで気づく深い学びを展開することができ

た。 

１学年では、虫との関わり方について話し

合いを行い、話し合いで出たアイディアに沿

い、軍手を使って虫をそっと捕まえたり、友

達のまねをして世話をしてみたりと、話し合

いをすぐに体験活動に生かす事により(図８)、

体験活動や気づきの質を上げることができ

た。 

図８ １年生活「いきものとなかよし」 

この話し合いと体験をスパイラルに取り入

れ、繰り返し虫と関わりを持つことにより、

虫への愛情を育むことができた。 

② 考えを交流、共有し、深める場の設定 

 考えを交流するために、個人で考える場、

全体で話し合う場、ペアで、グループでと様

々な学習形態を児童の実態や状況に応じて、

各学年で取り入れた。 

 ６学年では、グループによる話し合いを行

った。時間を区切って何度かグループチェン

ジを行う手法を取り入れた。これにより児童

は、自分とは違う多くの考えに触れたり、何

度も話し合ううちに自分の思いに気づいた

り、共感したりしてくれる友達を得て自信を

持ったりすることができていた。 

図９ ６年グループチェンジの手法 

 また、どの学年でも、友達との気づきや思

いの違いに目を向けさせたり、考えを深めさ

せたりするために、比較・分類を取り入れた。 

 ３学年では、集めた情報をカードにして並

べ、情報の整理を行った。カードにはインタ

図１０ カード分類による交流 
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ビュー内容を児童と振り返りながら教師がま 

とめて書いた物を使用した。たくさんのカー

ドから共通点を探し、近くに集める作業を行

うことを指示した(図１０)。それにより、児童

の分類が進み、自分の気づかなかった都路の

良さにも気づくこともできた。 

(4) 意味づけ、価値付けによる深い学びの実

現 

① 振り返りの工夫 

 深い学びのプロセス充実のための「振り返

り」を重視してきた。 

ア 振り返りカードの活用と内容の検討 

振り返りの方法として、「振り返りカード」

を使用した。学習内容の振り返りに視点を与

えて(図１１)振り返りカードを記入させると、

 

図１１ ふり返りの視点の明示 

これまで単に「～できた」「楽しかった」と

感想のみを記入することが多かった児童も、

学習で習得した力や自己変容、友達の良さ等

に気づき、「何を学んだのか」「どのような

力が付いたのか」について、振り返る事がで

きるようになった(図１２)。 

図１２ 気づきの増えたふり返りカード 

イ カードの掲示等振り返りの場の設定 

 振り返りカードは授業で発表後、移動可能

な発表ボードに掲示(図１３)したり、教室の壁

に掲示したりして、児童の目にふれるように

した。これにより、授業で発表できなかった

友達の考えに共感したり、思いを共有したり、

課題を発見したりすることにつながった。 

 また、数回分の掲示により、課題発見から

解決までの学びのプロセスを視覚化すること

ができ、振り返りカードから児童が自分たち

の変容をとらえることもできた。 

図１３振り返りカードを掲示した発表ボード 

② 見取りの工夫 

ア「児童に期待する姿」を基にした見取り 

 生活科、総合的な学習の時間どちらも、「身

に付けたい力」から活動毎の「児童に期待す

る姿」を想定した。「身に付けたい力」から

活動に合わせた具体的な児童の姿を想定した

ことで、授業の中でも学習状況の見取りがし

やすくなった。 

 児童が発言するであろう言葉、取るであろ

う行動等、学びの姿を具体的に考え、活動の

どの場面で見られる姿なのかも想定してある

ためである。何を学ばせたいか常に視点を持

って臨むことで、教師の見取りがより確実に

なることが分かった。見取りが的確に行えれ

ば、困り感を持った児童への適切な支援や学

級全体への発問等、個への評価もより適切に

行える。 

② 付箋紙記録による見取り 

 授業中、授業外で児童の様子を見取り、発

言、つぶやきや行動を付箋に記録した。ノー
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トに記録をため、単元の中での個々の変容や、

学級全体の課題把握、次時へのしかけづくり

等、様々にその見取りを生かした(図１４)。単

元構想図の中にも見取った児童の学びの姿を

記した付箋を使用して役立てた。(資料５) 

 

図１４ ふり返りカードから見取る学び 

③ アンダーラインによる見取り           

   学習カードや振り返りカードの記入の際

には、記入しているそばからアンダーライン

を引いて見取りを行った。アンダーラインは

常に視点を持って見取り、視点に沿って線種

を変えた。 

 

図１５ 意図のあるアンダーライン 

図１５を例に取ると、棒線は「分かったこ

とや感想」の見取り、波線は「今後の活動に

意欲的」という見取りとなっている。この違

いは、児童に気づきを与える工夫にもなる。

児童が活動を振り返るそばから担任の見取り

を行うことで、学びを価値付けるようにした。 

④ 見取りや振り返りカードを生かしたコー

ディネート 

  これまで述べた見取りや付箋紙記録、振り

返りカードを生かし、単元や１単位時間の授

業、次時の授業をコーディネートしてきた。 

 教師が児童を見取ることで、児童が得た知

識と体験をつなげたり、知識と知識をつなげ

たり、知識と自分をつないだりできるようコ

ーディネートし、価値付けを図る。これによ

り、児童は自らの学びを位置付けたり、価値

付けたりして自覚し、他者と共有したりする

ことにつながった。 

６ 考察 

 １２月に実施した児童アンケートの変容を

ふまえ、これまでの実践を考察する。 

(1) 児童が「身に付けたい力」の設定 

 生活科・総合的な学習の目指す資質・能力

に基づき､各学年の発達段階に合わせた具体

的な「身に付けたい力」を作成することによ

り、単元展開案により具体的な単元での「身

に付けさせたい力」を抽出した。そこから期

待する児童の姿を教師が事前に予想すること

によって、次の２点が効果的であった。 

○ 期待する姿から必要な支援を想定し児童

の主体的な学びをコーディネートしやすかっ

た。また、教師が期待する児童の姿を授業中

に強く意識することになるため、児童の見取

りが的確にできるようになってきた。 

○ 期待する姿を予想する際には、子どもの

つまずきや課題となることも予想できる。こ

れにより、環境構成や必要な支援体制つくり

など対策を事前に行うことができた。

 

グラフ１ 設問５の結果 

 この教師の的確な支援が児童の主体的な追

究活動を保障することになり、そのことは設

問５「自分たちで活動内容を決めていく学習
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は好きか」でも 76％が「とても好き」と答え

る結果につながっていると考える。 

 しかし、単元構想と共に期待する児童の姿

を大きくとらえたり、ポイントをしぼって児

童の姿を設定したり、繰り返しイメージする

ことで教師の力量を上げていく必要があるこ

とも明らかとなった。 

(2) 児童が自ら追究できる単元展開の工夫 

 前述の設問５で明らかなように、児童は自

分たちで活動内容を決めていく学習に対して

意欲的である。また、設問７「友だちの発言

や説明を聞いて、進んで質問していますか」

では、「している」「どちらかといえばして

いる」と回答した児童が 90％を超えている。 

グラフ２ 設問７の結果 

 また、設問８「問題を解決する話し合いで

は進んで自分の考えを言うか」については、 

 

グラフ３ 設問８の結果 

肯定的な回答が 90％以上と、進んで自分の考

えを述べることや新しい問題でよりよい方法

を考えようとする高い意識は持続している。 

 さらに、設問９「新しい問題にぶつかった

ときによりよい方法を考えるか」では、ほと

んどの児童が肯定的な回答であり、児童の思

いを生かした単元構成を工夫した成果と考え

る。 

 

グラフ４ 設問９の結果 

(3) 「人」｢物｣｢こと｣｢場｣といった価値ある対

象と関わる探究的な学習過程の工夫 

 「都路を元気にしよう」「ムシムシランド

都路」「もっとくわしく都路のよさを知ろう」

など、地域の学習資源を探究する学習を通し

て、設問１４「これからしてみたいことはあ

るか」では、63％が「ある」と答えた。 

 

グラフ５ 設問１４の結果 

 また、設問１９「学習したことを言葉や絵

などにまとめたり、表現したりすることを進

んでするか」では、肯定的な回答が増えてい 

 

グラフ６ 設問１９の結果 

る。児童は自分の表現のしかたについてよく

できたと考えている。 
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 さらには、日常生活の中において調べてみ

たいことがあると思う児童の数がさらに増え

るように、ふだんの生活の中でも追究できる

様々な課題があることを意識させ、学習の日

常化を図っていきたい。  

 考えを交流し、深める場の設定では、設問

１０「友だちと協力して問題を解決する学習

は好きか」では、95％以上が肯定的な回答で

あった。また、設問１１「問題解決の話し合

いでは友だちの考えのよさを見つけようとし

ているか」では 90％以上が肯定的な回答であ

るなど、児童は協働的な学びに意欲を見せて

おり、友だちの考えのよさを感じながら学習

に取り組んでいることがわかる。 

 

グラフ７ 設問１０の結果 

 

グラフ８ 設問１１の結果 

(4) 意味づけ、価値付けによる深い学びの実現 

 振り返りの場を設定し、カードを活用した

振り返りをさせた。初めのうちはなかなか書

くことができなかった児童も、振り返りの観

点を提示したことによって、ほとんどの児童

ががんばったこと、できたことや分かったこ

とを書いたり発表したりしている。また、設

問３２「ふり返りをして自分の考えが変わっ

たと感じたことはあるか」では、「たくさん

あった」との回答が６月と比較して大きく増

えている。 

 

グラフ９ 設問３２の結果 

 自分を見つめ、新たな概念を気付くことの

楽しさを問題解決学習に見いだした成果と考

えられる。 

 友だちの振り返りを見たり聞いたりするこ

とで、学習の役に立ったと感じる児童が増え

たが、次時の見通しを持つことができにくい

児童もいる。単元を通した課題意識を高める

ことが課題である。そのためにも見取ったこ

との記録・蓄積、さらには評価へとつなげる

研究を、さらに深めることが大切である。 

７ 成果と課題 

(1) 成果 

・教師が児童に身に付けたい力を意識した単

元展開の工夫により、的確な支援と児童が自

ら追究する問題解決学習が展開できた。 

・学習前の単元構想図に新たな課題やふり返

りを児童と共に書き加えることで、児童の主

体的な追究活動や深い学びにつながった。 

(2) 課題 

・問題点や気付きを比較・分類する際には、

根拠を明らかにして、互いの考えを共有する

ことにより、相互理解と深い学びにつながる。 

・活動の中で全ての児童を見取れないことや、

振り返りの段階で児童の学びが表出すること

が多くあった。様々な方法で見取りを行う必

要がある。 

○ 主な参考引用文献 

(1)「新学習指導要領ポイント総整理：総合的

な学習の時間」 黒上晴夫  東洋館 2017 

(2)「深い学び」 田村 学  東洋館 2018
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資料１ 総合的な学習で身に付けたい力一覧表  
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資料２ 身に付けたい力をもとにした「期待する児童の姿」の分析  
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資料３ 単元構想図を活動途中で加筆修正する ６年総合「都路を元気にしよう」 
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資料４ 教科の関連を加味したカリキュラム一覧表 
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資料５ 振り返りカードから見とる児童の学び 


